
世界遺産にも指定された
【三重津海軍所跡】で、
幕末佐賀の歴史を体感。
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生活安全課 交通安全・防犯係 
☎40-7012  FAX 40-2050

交通災害共済

救急車は一刻も早く病院等へ収容
しなければならない重病人やけが
人を安全に運ぶためのものです。
安易な利用は避けてください。

●テレホンサービス

あわてないで
火事です 救急です「119」

具体的に ○○
が燃えています

（誰）が
（状態）です状 態

くわしく （例）
○○市○○町○丁目○番○号です住 所

火事の場合 救急の場合

お願い

共済期間 4月1日から翌年3月31日まで
申込窓口 市内の各郵便局、ゆうちょ銀行、または、

生活安全課及び本庁市民相談コーナー

消防防災課  ☎40-7013   FAX 24-3187

佐賀広域消防局  ☎30-0111  FAX 31-2119

近くにある
（例） 場所は○○の近くです目 標

市役所
諸富支所
大和支所
富士支所
三瀬支所
川副支所
東与賀支所
久保田支所
佐賀市上下水道局
佐賀東部水道企業団
佐賀ガス（株）
佐賀広域消防局
佐賀北警察署
佐賀南警察署
九州電力（佐賀営業所）
NTT（故障受付）
緊急（消防）
緊急（警察）

●関係機関への被害通報連絡先
24-3151
47-2131
62-1111
58-2111
56-2111
45-1111
45-1021
68-2111
33-1313
30-6151
30-6161
30-0111
30-1911
23-6110
0120-986-303
113番
119番
110番

0180-999-000
0120-986-303
050-3369-6641
30-0114
177番
171番

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎

火災情報
停電情報
道路交通情報案内
休日在宅当番医案内
天気予報
災害用伝言ダイヤル

災害時の連絡・情報等

あなたの避難場所は？

火事の通報・救急車を要請するときは

　市では災害が発生した場合に備え、公民館、小中
学校等を避難所施設として指定していますが、避難
場所については様々な選択肢が持てるよう、普段か
ら考えておきましょう。
　日頃から災害に備え､あなたや家族の避難所を確認
しておきましょう｡また､避難所まで､家族そろって歩い
てみて､危険箇所の確認やどのくらい時間がかかるの
か確かめ､その道順は2つ以上考えておきましょう。

　佐賀市に住み、本市が備える住民基本台帳に記録
されている方ならどなたでも加入できる、交通事故に
関する保険です。

　局番なしで１１９番をダイヤルし、次の順序であわてず
正確に要領よくお知らせください。

通報の際にあわてないように、家の住所や目標を書いて
電話のそばに貼っておきましょう。

風水害の心得

災害・緊急
いざ というときのために

●懐中電灯・ロウソク・ライター ●ラジオ・予備の乾電池

●缶きり・ナイフ・ひも
　ビニール袋・リュックサック

●飲料水・食料
　（保存がきき、加工せずに
　　食べられるもの2～3日分）

●下着・毛布・タオル・ティッシュ

マスクも忘れ
ないように！

●運動靴・軍手・ヘルメット
●救急医療品・筆記用具 ●現金・印鑑・貯金通帳

　有価証書書類等の貴重品

●タンス等の大きな家具の下敷きにならないように､
　転倒防止の備えをする
●まずは落ち着いて、わが身の安全を確保する
●すばやく火の始末をし、ガスの元栓を閉める
●窓や扉を開けて出口を確保する
●あわてて外に飛び出さない
●電気･ガス･火の元を点検する
●隣近所で協力しあって応急救護､初期消火をする
●ブロック塀やがけ地から離れる
●防災無線やラジオなどで正しい情報をつかむ
●津波がおきたら冷静に､より高い場所に避難する
●避難は徒歩で､持ち物は最小限にする

●ラジオやテレビ、インターネット等の気象情報に
　注意して、その内容に応じた対策をたてる
●飲料水を容器に入れ、風呂にもくみ置きをしておく
●ガラス窓にはテーピングをしたり、雨戸など建物の
　補強をする
●家のまわりの排水をよくし､植木･物･看板は屋内
　に収めるか、飛散しないよう補強する
●災害発生時の電話の使用は最小限にする
●非常携行品を点検する（乳児用の粉ミルク等も
　忘れずに）

（防災ずきん）

風水害の心得 地震・津波災害の心得

用意されていますか？非常持出し品
集中豪雨・台風

そんな時の用意に
これだけは
忘れないで！！
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ラムサール条約湿地の
【東よか干潟】で野鳥や
海の生き物を観察。
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【さがんメール登録方法】
①右のQRコードを読み取る、
　または touroku@ｓbss.jp あてに空メールを送信します。
②届いた登録用メールの本文に記載されているURLにアクセスします。
③登録が終わると、登録完了のメールが届きます。

「さがんメール」は、防災・防犯・火災など緊急時の各種情報を、
ご登録いただいたメールアドレス又はLINEアプリに配信するシステムです。
情報収集手段の一つとして、事前のご登録をお願いします。

さがんメールの登録

【さがんメール（LINE）登録方法】
①LINEアプリを開いて右のQRコードを読み取り、
　佐賀市を友だち追加します。
②LINEに届いた通知内のURLにアクセスします。
③登録が終わると、登録完了の通知が届きます。

あらかじめ災害に対する知識を蓄え、迅速に行動できるようにしましょう。

単独行動は危険なため、警察・消防・水防団（消防団）、地元の自主防災組織の指示に従いましょう。

普段から万が一の事態に備え準備しておきましょう。

服装に注意

状況の変化に注意 身の回りの安全に注意

荷物に注意 家の戸締まりに注意

避難場所の確認 持出し品の確認家族で確認 情報の確認

OFF

自宅から避難所まで歩
いてみて、周辺の土地が
浸水した場合など避難
経路の周囲に側溝や水
路など危険な箇所がない
か確認しておきましょう。

●

地元で行われている防災
訓練を確認しておきま
しょう。

●

災害時には自宅に一番
近い避難所が使えない
事態も考えられますの
で、近い避難所を2箇所
以 上 確 認 して お き ま
しょう。

●

長靴は水が入る
と動けなくなる
ため、運動靴等
にしましょう。

●
●動きやすい服装にしましょう。● 持ち出す荷物は最小限にしま

しょう。
● 避難の際は、火の始末と戸締り

を行いましょう。
●

避難時の持出し品は必要最小限
になるようまとめましょう。

●

徒 歩で 避 難しましょう。車を
使っての避難はかえって危険が
あります。

●

1人での夜間の避難は危険です。
できるだけ明るいうちに避難
しましょう。

●

浸水している場所の深さに注意
しましょう。水深50cm以上に
なると歩行は困難になります。

●

●不安を感じたら早めに避難しましょう。●

特に、高齢者・子ども・身体に障
がいのある方がお住まいの世帯
では、早めの避難が必要です。

●

避 難するときは、
1人で行動せずに、
近 所の人 達と声
を掛け合い一 緒
に避難しましょう。

●

普段からテレビやラジオ、
インターネットで、気象
情報や火災情報に注意
を払いましょう。

●

市からの情報に注意し、
近所の方々と情報交換
しましょう。

●
浸水想定区域内の場合、
その場所の浸水想定が
どのくらいの深さなの
か確認しましょう。

●

自宅や職場が浸水想定
区域内に入っているか
確認しましょう。

●

家族で避難時の行動に
ついて話し合っておきま
しょう。

●

避難時に注意すること

平常時から確認しておくこと

災害の予備知識
災害が発生した時の避難先について、様々な選択肢を持てるよう、
普段から考えておきましょう。

分散避難の心得

非常食や飲料水などは、
定期的に新しいものと
取替えましょう。

（ローリングストック方式）
（飲料水の目安：
 1人1日3リットル）

避難時の持出し品は、
日頃から準備しておき、
置き場所を決めておき
ましょう。

●

●

W
AT

ER
W

AT
ER

W
AT

ER

1人1日1人1日

3L3L

避難時の荷物は
リュックなどに
入れ、できるだけ
両手が空くよう
にしましょう。

●

浸水している場所を
歩くときには、棒など
でマンホールや側溝
等がないか確認しま
しょう。

●

●飛来物に注意
しましょう。

自宅2階などへの垂直避難 親戚・知人宅への避難 避難所への避難
大雨による内水氾濫の場合、外
に出ると危険な場合があります。
より高いところへ避難する「垂直
避難」を検討しましょう。

● 避難所だけでなく、安全な場所
に住む親戚や知人宅への避難も
考えましょう。

● 指定避難所が一番安全だと判断
される場合、迷わずお近くの指定
避難所へ避難しましょう。

●

開設される指定避難所は、災害
の規模や内容によって異なる
ため、情報収集に努めましょう。

●

地域によっては、一時避難所が
開設される場合もあります。

●

近くの親戚の家 知人の家

避難先は学校・公民館などの
指定避難所だけでなく

垂
直
避
難

想
定
浸
水
深
よ
り
も
上
の
階
へ

※ハザード
　マップで
　確認

※ハザード
　マップで
　確認

▲想定浸水深▲想定浸水深
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